
別紙３

　　　令和２年度 ～ 　　　令和２年度

（成果の目標値に対する実績） 達成度 Ａ

従前値 目標値 実績値

(R2年
1月現在)

(R3年
3月時点)

(R3年
3月時点)

(目標) 240 (目標)

(実績) 296 (実績)

令和２年度　構成事業
事業効果

① ○

成果検証報告書

【成果指標の達成状況】 成果検証実施年度　令和３年度　

市町村名 朝霞市

提案事業名 東京2020オリンピック・パラリンピック射撃会場　機運醸成事業

事業期間

成果指標

（成果を検証する指標）

朝霞市おもてなしボランティアの参加者数
（成果検証の具体的な方法）

大会期間中のおもてなしイベントや暑さ対策の活動をする、市独自の朝霞市おもてなしボ
ランティアの参加者数をカウントする。

募集定員
200人程度

200人 385人

（施設建設等の場合の実績）

案内板アクセ
ス数（人）

稼働率
（％）

住民への公表状況
及び特記事項

市ホームページでの公表

【事業効果の整理・原因分析】

構成事業名 事業効果の概要及び原因分析

射撃会場の機運醸成事業

・大会への機運醸成を図るため市にゆかりのあるアス
リート等と市長との対談や自衛隊体育学校の選手のイ
ンタビュー動画の配信を行った。
・朝霞市おもてなしボランティアに応募があった方に
「研修動画」を市で作成し配信を行った。
このことから、東京2020大会に対する朝霞市全体
『オール朝霞』の機運醸成がされたと考える。

成果検証を踏まえた
今後の改善策

東京２０２０大会が新型コロナウイルス感染症拡大の影響で１年延期とな
る中、大会関連事業の推進に当たって、感染症対策を市と市内関係団体で
構成する朝霞市オリンピック・パラリンピック支援実行委員会を中心に、
官民一体となって検討し、安心・安全な大会運営を行っていく。また、感
染症対策を講じながら、多くの市民がおもてなしイベントやおもてなしボ
ランティアに参加し、市全体で東京２０２０大会を盛り上げていく。

【成果検証の総括・改善策の検討】

実施事業について
十分に成果が認められた点

新型コロナウイルス感染症が拡大する中、大会への機運醸成を図るため市
にゆかりのあるアスリート等と市長との対談や自衛隊体育学校の選手のイ
ンタビュー動画の配信や朝霞市おもてなしボランティアに応募があった方
に「研修動画」を市で作成し配信し大会への機運醸成を行った。また、朝
霞市オリンピック・パラリンピック支援実行委員会等を開催し、感染症対
策を踏まえ、改めておもてなしの検討を進めることの了承を得ることがで
きた。

実施事業について
成果が不十分である点

成果指標とした朝霞市おもてなしボランティアの参加者数は、目標値の200
名を大きく超える385人という実績となった。これは、市民の会場市として
の大会への関心の高さや、これまでの機運醸成事業による成果によるもの
と考える。大会期間中に多くの市民がボランティアとして安心・安全に参
加できるよう、引き続き、新型コロナウイルス感染症への対策を講じなが
ら取り組んでいく。


